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公 民 館かながわ

者考セ

平成17年県公民館連絡協議会事業報告
生涯学習支援者研修

「公氏官官担
関東甲信越静公民館研究大会の開催地となった今年は、 単独事業として企画された研修は、 県と

の共催となる「生涯学習支援者研修~公民館担当者セミナ-Jだけとなりました。

例年実施している館長・公運審研修会は、 第47回の県公民館大会を兼ねた関東甲信越静公民館研

究大会に集約的に含まれた形となりました。 併せて報告します。

県
公
民
館
連
絡
協
議
会と
県
教
育
委

員
会と
の
共
催
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

を
六

月
の
三
日
間 、
県
生
涯
学
習
情
報セ
ン

タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た。
テ
ー

マ
は

「
生
涯
学
習
拠
点と
し
て
の
公
民
館
の

機
能
と
職
員
の
あ
り
方」

で
す。

総
勢

七
十
四
名
の
参
加
申
し
込
み
が
あ
り
ま

し
た。
講
座
の
テ
l

マ・
講
師と
参
加

者
の
感
想
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す。

一
回
目
(
六
月
二
日)

O
講
義
「
生
涯
学
習
と
社
会
教
育

ー
公
民
館
職
員
と
し
て
1

」

茨
城
大
学
助
教
授
長
谷
川
幸
介
氏

図
「
公
民
館
の
役
割
は
地
域
の
人
に

『
役」
を
作る
こ
と。
カ
タロ
グ
が
作

れ
る
く
ら
い
豊
か
な
役
を
作
る
こ
と
が

大
切。」
ユ
ー

モ
ア
たっ
ぷ
り
で
笑
い

の
中
の
講
話
だっ
た。
地
域
の
結びつ

き
の
大
切
さ
を
実
感
し
た。

O
人
権
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
公
民
館
職
員
と
し
て

心
が
け
た
い
こ
と
」

県
教
育
局
中
教
育
事
務
所

社
会
教
育
主
事
鈴
木
義
邦
氏

園バ
リ
ア
フ
リ
ー

やユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ

ザ
イ
ン
につ
い
て 、
普
段
見
落と
し
が

ち
で
あ
る
こ
と
に
気づ
い
た。

。
講
話
と
情
報
交
換

「
日
常
業
務
を
通
し
て

ー
各
市
町
村
の
取
り
組
み
1

」

座
間
市
立
京
地
医
文
化
セ
ン
タ
ー

、J

社
会
教
育
主
事

植
松
賢
也
氏

圏
各
市
町
村
が
持つ
苦
労
を
知
り 、
今

後
の
課
題
も
あっ
た
が
学ぶ
べ
き
こ
と

も
た
く
さ
ん
あっ
た。

二
回
目
(
六
月
十
五
日)

O
講
義
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
公
民
館
事
業
の
企
両
・

立
案
と
評
価

1
住
民
参
両
と
ラ
ベ
ル
ワ
l
ク
1」

横
浜
国
立
大
学
教
授

林
義
樹
氏

園※
ラベ
ル
ワ
l
ク
で
参
集 、
参
与 、

参画
を
学び 、
公民
館
職
員
と
し
て
の

意
識
が
高
まっ
た。

※
ラベ
ル
で
の
課
題
繋
理
を
と
お
し
て、

例
人
か
ら
集
同へ
知
識
を
昇
華
す
る。

三
日
目
(
六
月
三
十
日)

O
実
践
事
例
発
表

「
学
び
の
地
域
へ
の
還一
冗」

相
模
原
市
立
大
野
市
公
民
館

も、ー�

〈
表
紙〉
新
館
「
堀
川
公
民
館」
秦
野
市

市
内
十
一

番
目
の
公
民
館
と
し
て、

平
成
十
七
年
二
月
二
十
五
日
に
開
館
し

た
秦
野
市
立
堀
川
公
民
館。
「
人
に
も、

自
然
に
も
優
し
い
公
民
館」

を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
最

大
限
の
配
慮
を
し、

太
陽
光
発
電
や
雨

水
浸
透
ま
す
を
設
置
す
る
な
ど、

地
球

環
境
の
保
全
対
策
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。

場
所
は、

丹
沢
の
登
山
口、

小
田
急

線
の
渋
沢
駅
か
ら
徒
歩
十
五
分、

国
道

二
四
六
号
線
か
ら
少
し
入
っ
た
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す。

近
く
に
は、

ハ
イ
テ
ク

企
業
の
工
場
や
幼
稚
園、

学
校、

ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が
あ
り、

区
画

整
理
事
業
で
新
し
い
住
宅
も
建
ち
並
ん

で
い
ま
す
が、

ま
だ
農
地
も
多
く
残
っ

て
い
る
比
較
的
閑
静
な
地
域
で
す。

建
物
は
二
階
建
て
で、

延
床
面
積

一
、
四
九
六
ぱ
と、
秦
野
市
で
は
標
準
的

な
規
模
の
公
民
館
で
す
が、

今
ま
で
の

公
民
館
建
設
の
経
験
や
利
用
者
の
声
を

随
所
に
生
か
し
て、

施
設
・

設
備
面
で

利
用
し
や
す
い
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す。

特
に、

子
ど
も
や
親
子
連
れ
が
自
由

に
使
え
る
児
童
室
は
利
用
が
多
く、

ま

た、

広
々
と
し
て
明
る
い
ロ
ビ
ー
で
は、

談
笑
す
る
人
た
ち
の
姿
も
目
立
ち
ま
す。

防
音
性
の
高
い
音
楽
室
も
人
気
が
あ
り、

若
者
の
バ
ン
ド
練
習
や
カ
ラ
オ
ケ、

コ

ー
ラ
ス
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す。
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利
用
者
渋

田
見
佳
恵
子
氏

園
公
民
館
の
利
用
者
の
意
見
は
あ
ま
り

聞い
た
こ
と
が
な
かっ
た
の
で
フ
レ
ッ

シュ
な
感
じ
だっ
た。
公
民
館へ
の
期

待
「
公
民
館
は
意
志
あ
る
言い
出
しっ

ぺ
を
支
え
る
器」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た。

「
秦
野
市
公
民
館
の
歩
み
と
今
後」

秦
野
市
堀
川
公
民
館

館
長

伊
藤
仁
志
氏

国
公
募
に
よ
る
館
長と
し
て
新
し
い
公

民
館
を
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
る
か。

時
代
と
公
民
館
の
変
化
も
話
し
て
い
た

だ
き
よ
かっ
た。

O
講
義
と
情
報
交
換

「
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
の
あ
り
方
1

職
員
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と
1

」

文
教
大
学
教
授
野
島
正
也
氏

園
明
確
で
歯
切
れ
の
よ
い
講
義だっ
た。

公
民
館
で
の
市
民
の
三つ
の
活
動と
そ

の
ね
ら
い
「
学
習
と
交
流」
な
ど
わ
か

り
や
す
かっ
た。

園
情
報
交
換
で
は 、
公
民
館
事
業
の
魅

力
あ
る
展
開 、
学
習
者へ
の
接
遇
の
あ

り
方
につ
い
て
な
ど
グ
ル
ー

プ
で
現
状

や
方
策
につ
い
て
意
見
交
換
し 、
他
の

館
のこ
と
がい
ろ
い
ろ
わ
かっ
た。

(
県
生
涯
学
習
文
化
財
課
安田
恵
美
子)

第
四
十
六
回
関
東
甲
信
越
静
公
民
館
研
究
大
会

兼
第
四
十
七
回
神
奈
川
県
公
民
館
大
会
報
告
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O
日
時
平
成
十
七
年
八
月二
十
五

日
(
木)
十
三
時
三
O
分1
二
十
六

日
(
金)
十
二
時

O
会
場
全
体
会
会
場
横
須
賀
芸

術
劇
場
分
科
会
会
場
横
須
賀
市

生
涯
学
習セ
ン
タ
ー・

横
須
賀
市
産

業
交
流
プ
ラ
ザ・
横
須
賀
市
立
総
合

福
祉
会
館・
ヴェ
ル
ク
よ
こ
す
か

O
参
加
者
数
神
奈
川
県
内
(
ス
タツ

フ・
来
賓
等
含む)
五一
九
名 、
県

外
参
加
者
数
五
五
八
名
合
計

一 、
O
七
七
名

分
科
会
二
十
五
日
(
木)

O
内
容
十
四
の
分
科
会
(
管
理
運

営
に
関
わ
る
分
科
会
二
分
科
会・
対
象

内
容
に
関
わ
る
分
科
会一
O
分
科
会・

特
別
部
会
二
分
科
会)
ご
と
に
基
調
提

案
が
行
わ
れ、
そ
の
あ
と、
テ
l

マ
に

基づ
い
た
事
例
発
表・
協
議
が
行
わ
れ

た。※
分
科
会
の
発
表
内
容
及ぴ
協
議
内
容

につ
い
て
は
大
会
記
録
集
参
照 。

情
報
交
換
会
二
十
五
日
(
木)

O
会
場
横
須
賀
平
安
閣

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
教
育
局生
涯

学
習
文
化
財
課
富

田
課
長 、
横
須
賀
市

教
育
委
員
会
藤
原
教
育
長 、
全
国
公
民

館
連
合
会
松
下
会
長
ほ
か
多
数
の
来
賓

を
迎
え
て 、
関
東
甲
信
越
静一
都一
O

県
の
参
加
者
が
集い 、
公
民
館
を
巡
る

現
状
や
課
題
等
につ
い
て
情
報
交
換
が

行
わ
れ
た。
(
参
加
者二一
七
名 。)

全
体
会
二
十
六
日
(
金)

鼎
談
テ
l

マ
「
地
域
社
会
の
創

造・
再
生
を
め
ざ
す
公
民
館
の
運
営

1
教
育
機
関と
し
て
豊
か
な
地
域
社

会
を
育
む
た
め
に
i」

鼎
談
者

大
正
大
学
教
授

帝
京
大
学助
教
授

東
京
大
学助
教
授

式
典

神
崎
節
生
実
行
委
員
長 、
社
団
法
人

全
国
公
民
館
連
合
会
会
長
松
下
誠
氏
に

よ
る
主
催
者
挨
拶 。
来
賓
の
神
奈
川
県

教
育
委
員
会
教
育
局
長
前

田
重一
氏よ

り
祝
辞
を 、
横
須
賀
市
蒲
谷
亮一
市
長

よ
り
歓
迎
の
お
言
葉を
い
た、だ
い
た。

表
彰
式
全
国
公
民
館
連
合
会
表
彰

優
良
職
員
表
彰一
O
名 、
神
奈
川
県

か
ら
は 、
横
須
賀
市
生
涯
学
習セ
ン
タ

ー
主
査
高
橋
直
人
さ
ん 、
永
年
勤
続
職

員
表
彰
二
七
名
の
中
で
は 、
寒
川
町
民

セ
ン
タ
ー

副
主
幹
矢
野
泰
生
さ
ん
が
受

賞
さ
れ
た。

神
奈
川
県
公
民
館
連
絡
協
議
会
表
彰

優
良
公
民
館
表
彰
に
は
秦
野
市
立
渋

沢
公
民
館
が、
永
年
勤
続
表
彰
は
前
神

奈
川
県
寒
川
町
北
部
文
化
福
祉
会
館
主

任
主
事
内
藤
美
枝
子
さ
ん
が
受
賞
さ
れ

た。大
会ア
ピ
ー

ル桜
井
照
子
副
実
行
委
員
長

大
会
旗
引
継
ぎ

神
崎
実
行
委
員
長
よ
り 、

次
期
開
催

県 、
群
馬
県
公
民
館
連
合
会
松
島
裕
会

長
に
大
会
旗
が
引
き
継
が
れ、
大
会
が

終
了
し
た。

鈴佐蛭
木 藤 田

道
春
氏

晴
雄
氏

巽
理
氏
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(逗子市)
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文化・教育を街づくりの柱に
~文化・教育ゾーン整備計画争

逗
子
市
で
は、

市
内
の
中
心
部
に
市
民
の
教
育
・
文
化
活
動
の
拠
点

と
な
る
施
設
を
集
中
す
る
「
文
化
・

教
育
ゾ
ー

ン
整
備
事
業」

に
取
り

組
ん
で
い
ま
す。

小
学
校
の
新
築
移
転
を
は
じ
め 、

図
書
館
と
文
化
プ

ラ
ザ

が
開
館
し
て
い
ま
す。

さ
ら

に
今
年
度
に
は、

生
涯
学
習
棟
や
グ

ラ
ウ
ン
ド

の
整
備
も
進
む
予
定
で
す。

今
回
は、

こ
れ
ら

の
事
業
を
市
民
参
加
で
す
す
め
て
き
た
経
過
と、

「
文
化
プ
ラ
ザ」

計
画
の
概
要
を
聞
き
ま
し
た。

延望号

《
文
化
会
館
を
望
む
声》

昭
和
三
十
七
年
以
来 、
図
書
館
ホ
ー

ル
や
市
民
体
育
館
な
ど
を
活
用
し
て
き

た
文
化
協
会
を
は
じ
め、
市
民
合
唱
団

な
ど
の
団
体
か
ら 、
生
涯
学
習 、
文
化

事
業
の
振
興
の
た
め、
演
劇
な
ど
を
行

う
の
に
相
応
し
い
舞
台
が
必
要だ
と、

ま
た
そ
の
後
の
文
化・
芸
術
団
体・
サ

ー
ク
ル
の
増
加
に
伴っ
て 、
発
表
の
場

が
手
狭
に
な
る
な
ど
の
理
由
か
ら 、
文

化
会
館
建
設
を
待
ち
望
む
声
が
あ
り
ま

し
た。そこ

で
市は 、
平
成
元
年
に
施
設
建

設
の
た
め
の
市
生
涯
学
習
施
設
整
備
基

金
を
設
置 、
平
成
三
年
に 、
市ま
ち 、‘つ

く
り
懇
話
会
の
市
学
習
検
討
部
会
か
ら

文
化
会
館、
体
育
館
な
ど
の
施
設
整
備

の
必
要
性
につ
い
て
提
言
さ
れ
ま
し
た。

ま
た、
平
成
七
年
に
は
社
会
教
育
委
員

会
議
か
ら
も
生
涯
学
習
の
拠
点と
し
て

の
総
合
文
化
会
館
建
設
につ
い
て
提
言

が
あ
り
ま
し
た。

《
基
本
構
想
策
定
》

平
成
八
年
七
月
に
逗
子
市
文
化・
教

育
施
設
基
本
構
想
策
定
委
員
会
が
教
育

委
員
会
内
に
設
置
さ
れ、
平
成
九
年
四

月
に
基
本
構
想
が
市
長
に
報
告
さ
れ
ま

し
た。そ

の
中
身は 、
平
成
九
年
三
月
の
逗

子
市
立
体
育
館
完
成
に
合
わ
せ 、
そ
の

跡
地
と
市
立
図
書
館
敷
地 、
逗
子
小
学

校
敷
地
を
含
むエ
リ
ア
を
「
文
化・
教

育
ゾ
l
ン」
と
し
て
位
置づ
け 、
市
民

自
ら
が
使い 、
ま
た、
広
く
市
民
の
活

動
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
機
能
を
併せ
持っ

た
施
設
(
ホ
l

ル・
図
書
館)
を
整
備

す
る 。
ま
た、
逗
子
小
学
校
につ
い
て

は 、
建
扶ヲん
も
視
野
に
入
れ、
防
災
拠

点と
し
て
の
機
能
の
充
実
や 、
地
域
に

聞
か
れ
た
特
色
あ
る
学
校づ
く
り
を
念

頭
に
置
き 、
こ
のエ
リ
ア
の
再
整
備
を

図
る
た
め
の
①
基
本コ
ン
セ
プ
ト

②
機

能
③
施
設
の
規
模
④
管
理
面
か
ら
見
た

施
設
の
四つ
の
視
点
か
ら
検
討
を
行い

キ?し
れ~ 。

そ
し
て 、
平
成
十
年
に
文
化・
教
育

ゾ
l
ン
整
備
計
画
案
選
考
委
員
会
を
設

置 、
六
社
に
よ
るコ
ン
ペ
を
行い
事
業

者
を
選
定 、
そ
の
後 、
行
政
側と
の
立

地 、
財
政
面
で
の
す
り
合
わ
せ
が
必
要

と
な
り
ま
し
た。

〈
基
本
設
計
と「
市
民
選
択
方
式」
の
採
用〉

市で
は 、
コ
ン
ペ
案
を
基
に
施
設
の

機
能
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
縮
小

案
を
作
成
し
ま
し
た。
そ
し
て 、
こ
の

事
業
を
効
果
的
に
進
め
る
こ
と
か
ら 、

市
民一
人
ひ
と
り
に
財
政
状
況
(
縮
小

案)
を
理
解
し
て
も
ら
い 、
さ
ら
に
基

本
設
計
作
成
ま
で
の
経
過
の
中
で、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
積
極
的
に
関
わっ
て

も
ら
う
た
め
に
設
計
の
「
市
民
選
択
方

式」
を
採
用
し
ま
し
た。

《
市
民
選
択
第
1

弾
「
ず
し
広
報」

特
集
号
で
ア
ン
ケ
ー
ト

募
集
》



公 民 館かながわ

こ
の
縮
小
案
で
の
事
業
進
行
につ
い

て 、
そ
の
可
否
を
含め、
ア
ン
ケ
ー
ト

形
式
で
市
民
か
ら
意
見
を
募
り
ま
し
た。

結
果
は
縮
小
案
で
建
設
す
る
こ
と
は
賛

成
で
し
た
が、
設
計
内
容
に
つ
い
て

種々
意
見・
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た。

《
市
民
全
体
会
議
》

市
民
共
通
の
理
解
を
得
る
た
め
に 、

誰
で
も
が
参
加
で
き
る
市
民
全
体
会
議

を
開
催
し 、
広
く
市
民
か
ら
意
見・
要

望
を
聞
き
ま
し
た。
①
臨
時
の
市
民
全

体
会
議
(一
七
O
名
参
加)
②
地
域
の

市
民
全
体
会
議
(
計
五
回)

《
オ
ー

プ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ〉

行
政 、
設
計
者
も
出
席
し 、
だ
れ
で

も
参
加
で
き
る
オ
ー

プ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン

グ
を
土
曜
日
の
午
前
に
開
催 。(
八
回)

毎
回
五
O
名
程
度
が
参
加 、
白
熱
し
た

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た。

〈
市民選
択
第二
弾三
案作
成、
市民が
選
択〉

市
民
か
ら
寄せ
ら
れ
た
意
見・
要
望

の
中
で
「
地
下
部
分
は
い
ら
な
い」

「
小
学
校
の
校
舎
を
もっ
と
低
層
に
で

き
な
い
か」
な
ど
多
数
の
意
見・
要
望

を
受
け 、
設
計
に
反
映 。
そ
の
結
果
を 、

市
民
選
択
第二
弾と
し
て
三
案
と、
地

下
駐
車
場
設
置
の
有
無
につ
い
て 、
広

報
に
掲
載 、
賛
成
多
数
で
地
下
に
設
置

を
計
画
し
て
い
た
温
水
プ
l

ル
を
無
く

し
た
案
に
決
定
し
ま
し
た。

〈
市
民
選
択
第
三
弾
で
基
本
設
計
完
成〉

し
か
し 、
平
成
十
三
年
三
月
の
市
議

( 5 ) 

会
で、
「
温
水
プ
l

ル
の
整
備
を
求
め

る
陳
情」
が
採
決
さ
れ
「
基
本
構
想
に

あ
る
温
水
プ
l

ル
を
設
置
し
な
い
案
は

認め
ら
れ
な
い」
と
い
う
判
断
が
示
さ

れ
ま
し
た。
同
時
に
整
備
事
業
の
予
算

につ
い
て
も
減
額
修
正
さ
れ
ま
し
た。

市と
し
て
は、
作
成
中
の
基
本
設
計

を一
時
中
断
し 、
一
般
の
利
用
や
福
祉

的
な
活
用
も
可
能と
な
る
温
水
プ
ー

ル

の
必
要
性
につ
い
て
検
討
し
ま
し
た。

そ
の
う
え
で、「
市
民
選
択
第
三
弾」

と
し
て
プ
l

ル
の
形
態(一 、
屋
内
温

水
プ
l

ル
設
置 、
二 、
屋
外
プ
l

ル
設

置)
につ
い
て
再
度
ア
ン
ケ
ー
ト
を
募

り 、
結
果 、
温
水 0ア
ー

ル
を
設
置
し
た

案
で
基
本
設
計
を
完
了
し
ま
し
た。

《
実
施
設
計

が
ま
と
ま
る

ー
市
民
か

ら
の
期
待
》

こ
の
よ
う
に一
つ一
つ
設
計上
の
問

題
点
を
改
善
し
な
が
ら 、
平
成
十
四
年

三
月
に
実
施
設
計
が
完
了
し
ま
し
た。

逗
子
文
化プ
ラ
ザ 、
文
化・
教
育
ゾ

ー
ン
整
備
工
事(
第一
期
工
事)
は、

逗
子
小
学
校
が
平
成
十
六
年
三
月
に
完

成 、
ホ
ー

ル・
図
書
館
棟
が
平
成
十
七

年
三
月
完
成
し 、
四
月
十
七
日
に
図
書

館
が、
六
月
十九
日
に
ホ
l

ル
が、
そ

れ
ぞ
れ
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た。

そ
の
ホ
l

ル・
図
書
館
棟と、
生
涯

学
習
棟
(
平
成
十
七
1

平
成
十
八
年
度

工
事)
を
加
え
て 、
全
体
を
「
逗
子
文

化プ
ラ
ザ」
と
し 、

様々
な
市
民
活
動

を
支
援
す
る
複
合
型
の
文
化・
教
育
施

設
と
な
り
ま
す 。
市
民
の
文
化
活
動
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
と
と
も
に 、
「
ひ

と」
や
「
ま
ち」
の
潜
在
能
力
を
引
き

出
す
文
化
政
策
の
拠
点
と
し
て 、
「
文

化
の
薫
る
お
し
ゃ
れ
な
ま
ち」
を
実
現

す
る
施
設
と
な
り
ま
し
た。

市
民
利
用
者
の
方
か
ら
は、
逗
子
小

学
校
棟
も
含め、
建
物
自
体
が
シ
ン
プ

ル
で
意
匠
的
に
も
派
手
な
と
こ
ろ
が
な

く 、
逗
子
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す。

特
に
「
な
ぎ
さ
ホ
l

ル」
は
『
音
響

的
に
も
響
き
が
よ
く 、
気
持
ち
良
い
空

間』
で
あ
る
と
の
感
想
が
寄せ
ら
れ
て

い
ま
す。

《
逗
子
小
学
校
》

新
設
逗
子
小
学
校
は、
多
様
な
授
業

形
態
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
オ
ー

プ
ン

ス
ク
ー

ル
を
採
用
し
て
い
ま
す 。

現
場
の
教
師
は
こ
のス
ペ
ー

ス
を
使

い
こ
な
せ
る
の
か、
は
じ
め
の
う
ち
は

戸
惑
い
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
す。

は
じ
め、
隣
教
室
の
音
が
聞こ
え
る

問
題
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が、
仕
切
り

が
な
い
こ
と
か
ら
視
野
が
広
く 、
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
が
生
ま
れ
た
こ
と、
ま

た、
広
い
ス
ペ
ー

ス
を
有
効
活
用
す
る

こ
と
で、
多
様
な
活
動
が
可
能と
な
り 、

一
年
を
経
過
し
た今 、
子
供
た
ち
は
落

ち
着
い
て
学
習
に
集
中
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す。

オ
ー

プ
ン
で
あ
る
た
め、
夏
場
は
心

地
よ
い
風
の
流
れ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
が、

逆
に
冬
場
は
昇
降
口
か
ら
風
が
吹
き
込

み
寒
い
の
で、
な
に
か
工
夫
が
な
い
か

と
の
指
摘
が
あ
り
ま
す 。
考
え
ら
れ
た

施
設
で
も 、
や
は
り
メ
リッ
ト 、

デ
メ

リッ
ト

が
あ
り
ま
す 。
オ
ー

プ
ン
ス
ク

ー
ル
と
い
う
教
室
のス
タ
イ
ル
を
採
用

し
た
で
す
か
ら 、
空
間
的
な
メ
リッ
ト

を
生
か
し 、
画一
的
な
学
校
教
育
の
変

革を
め
ざ
し
た
新
し
い
授
業
形
態
を
生

み
出
し
て
く
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
に

期
待
が
高
まっ
て
い
ま
す。

※
計
画と
経
過
の
寄
稿
を
お
願
い
し 、

編
集
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た。
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くわが館の自慢事業〉

「あなたも裁判員・ コーチンク‘

~特色ある事業への取り組み」

横須賀市立久里浜公民館

久
里
浜
は
春
に
は
ポ
ピ
l 、

秋
に
は

コ
ス
モ
ス
が
咲
き
乱
れ
る
花
の
街 、
そ

し
てペ
リ
i

上
陸
の
地
と
し
て
も
有
名

な
と
こ
ろ
で
す。
そ
ん
な
久
里
浜
に
位

置
す
る
久
里
浜
公
民
館
が、
今
年
度
開

催
し
た
二
つ
の
公
民
館
講
座
を
紹
介
し

±土9 0今
年
七
月
に
開
催
し
た
「
あ
な
た
も

裁
判
員」
につ
い
て 。
こ
の
講
座
は
横

浜
地
方
裁
判
所
の
全
面
協
力
を
い
た
だ

い
て
実
現
し
た
講
座
で
す。
二
O
O
九

年
五
月
に
始
ま
る
裁
判
員
制
度
や
裁
判

の
傍
聴
につ
い
て 、
横
浜
地
方
裁
判
所

に
相
談
し
た
と
こ
ろ 、
「
午
前
中
に
裁

判
の
傍
聴
を
し
て 、
午
後
か
ら
現
役
の

裁
判
官に
よ
る
裁
判
員
制
度
の
説
明
と

質
疑
応
答
で
終
了は
十
四
時
三
十
分」

と
い
う
内
容
の
提
案
を
い
た
だ
き 、
こ

の
講
座
が
実
現
し
ま
し
た。
ほ
と
ん
ど

の
方
が
「
自
分
が
裁
判
員
に
なっ
た
ら

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か」
と
い
う
思い

を
持っ
て
参
加
し
て
く
だ
さっ
た
よ
う

で、
熱
心
に
裁
判
を
傍
聴
し 、
裁
判
員

制
度
の
説
明
が
終
了
し
て
か
ら
の
質
問

が
途
切
れ
る
こ
と
な
く 、
非
常
に
好
評

で
し
た。
講
座
が一
日
で
完
結
す
る 、

と
い
う
こ
と
も
好
評だっ
た
よ
う
で
す。

次
に
「コ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
と
れ

て
い
ま
す
か
?」
につ
い
て 。
こ
ち
ら

は
九
月
の
毎
週
水
曜
日 、
時
間
帯
は
夜

七
時
か
ら
九
時
ま
で、
全
五
回
で
開
催

し
ま
し
た。
内
容は
コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
上
手
に
と
る
た
め
にコ
ー

チ
ン

グ
ス
キ
ル
を
学
ぶ 、
と
い
う
も
の
で
す。

定
員
二
O
名
の
と
こ
ろ 、
三
O
名
の
応

募
者
が
あ
り 、
ニ
ー

ズ
の
高
さ
を
感
じ

ま
し
た。
す
ぐ
に
実
行
で
き
る
実
践
的

なエ
ク
サ
サ
イ
ズ 、
毎
週
先
生
か
ら
の

宿
題
と
そ
の
宿
題
の
発
表、
と
い
う
参

加
者
が
「
よ
く
考
え 、
しっ
か
り
話
す 、

き
ち
ん
と
聞
く」
講
座
で
し
た
の
で、

毎
回
に
ぎ
や
か
で、
と
て
も
盛
り
上
が

り
ま
し
た。
こ
の
講
座
で
も 、
参
加
の

皆
さ
ん
が
「
職
場
で
のコ
ミュ
ニ
ケ
ー

ショ
ン
を
う
ま
く
とっ
て
い
き
た
い」

と
か
「
家
族
と
のコ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ

ン
が
課
題」
な
ど
と、
そ
れ
ぞ
れ
自
分

の
課
題
を
持っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
り 、

欠
席
者
も
少
な
く 、
こ
ち
ら
も
と
て
も

好
評
で
し
た。

こ
の
二つ
の
講
座
に
共
通
す
る
の
は 、

二
O
代
か
ら
七
O
代
ま
で
幅
広い
年
齢

層
の
方 、
し
か
も
約
半
数
は
男
性
が
参

加
し
て
い
る 、
と
い
う
こ
と
で
す。
公

民
館
に
足
を
運
ば
れ
る
方
は
現
役
を
リ

タ
イ
ア
し
た
世
代
が
多
く 、
コ
コU
代
か

ら
五
O
代
の
お
勤め
し
て
い
る
方
た
ち

は 、
ほ
と
ん
ど
足
を
運ぶ
機
会
が
あ
り

ま
せ
ん 。
幅
広い
世
代 、
職
業
の
人
た

ち
が
参
加
で
き
る
講
座
の
企
画
は 、
私

た
ち
職
員
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す 。

こ
の
二つ
の
講
座
を
開
催
し
て 、
企

画
内
容
が
現
代
的
な
課
題
で
あっ
た
り 、

開
催
時
間
や
開
催
期
間
を
工
夫
す
る
こ

と
で、
い
ま
ま
で
公
民
館
に
縁
の
な
か

っ
た
人
た
ち
も
足
を
運
ん
で
く
れ
る
こ

と
が
わ
かっ
た
の
は 、
と
て
も
大
き
な

収
穫
で
し
た。
こ
れ
か
ら
も
様々
な
世

代 、
職
業
の
方
た
ち
が
興
味
を
持っ
て

参
加
で
き
る
よ
う
な
企
画
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思い
ま
す 。

(
社
会
教
育
指
導
員
茂
日
敦
子)



コ
ー

ラ
ス
の
指
導で
し
た。
以

来 、
小
学
校
の
手
話
ク
ラ
ブ
を

担
当し
た
り 、
小
中
学
校
の福

祉
体
験
講
座
の
お
手
伝
い
を
し

た
り
し
て
い
ま
す。

手
話
は
お
互
い
の
手と
顔と

が
向
き
合っ
て
は
じ
め
て
通
じ

る
温
か
い
言
葉
で
す 。
引っ
込

み
思
案
の
人
も
だ
ん
だ
ん
表
情

豊
か
な
顔
に
変わっ
て
い
き
ま

す。メ
ン
バ
ー

は
二
十
名と
増
え 、

十
代
か
ら
七
十
代
ま
で
と
幅
広

く
な
り
ま
し
た。
一
ヶ
月
に
三

回 、
火
曜
日
の
夜
に
公
民
館
に
集
まっ

て
例
会
を
聞
い
て
い
ま
す。
そ
の
他 、

耳
の
不
自
由
な
人
た
ち
と
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す。
パ

ス
旅
行
や
納
涼
会 、
忘
年
会 、
バ
ーベ

キュ
ー

な
ど 、
毎
回
新
鮮で
楽
し
い
出

会
い
が
あ
り
ま
す。
そ
し
て
そこ
で
会

う
方
か
ら
元
気
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す。

手
話
は
騒
音
の
中
で
も 、
ガ
ラ
ス
越

し
で
も 、
遠
く
離
れ
て
い
て
も
会
話
で

き
る
便
利
な
言
葉
で
す。
声
を
な
く
し

た
人 、
高
齢
者
難
聴
の
人 、
コ
ミュ
ニ

ケ
ー
ショ
ン
を
と
る
の
が
苦
手
な
人 、

そ
し
て
そ
の
ま
わ
り
の
人
た
ち
が
手
話

を
使
え
た
ら
と
て
も
暮
ら
し
ゃ
す
く
な

る
と
思
い
ま
す。
そ
れ
を
私
た
ち
の
会

で
う
ま
く
伝
え
広
げ
て
い
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す。(
代
表
坂
田
美
智
子)

り
先
生
のご
指
導
の
も
と、
毎
週一
回

鎌
倉
生
涯
学
習セ
ン
タ
ー

ホ
ー

ル
を
主

な
練
習
会
場
と
し
て 、
練
習
に
励ん
で

お
り
ま
す。

当
合
唱
団
は
鎌
倉
生
涯
学習
セ
ン
タ

ー
と
は関
係
が
大
変
深
く 、
十
七
年
前

の
昭
和
六
十
三
年五
月
に当
時
の
鎌
倉

市
中
央
公
民
館
(
現
学
習セ
ン
タ
ー)

で
「
高
年
者
合
唱
教
室」
が
開
か
れ
た

の
が
始
ま
り
で
す。
終
了
後
も
更
に
教

室
の
継
続を
望
む
声
が
多い
た
め、
公

民
館
の
事
業と
し
て
二
年
目 、一二
年
目

と
継
続
さ
れ
ま
し
た。
な
お
「
高
年
者

合
唱
教
室」
の
名
前
で
は
抵
抗
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で 、
参
加
者
か
ら
名
前
を

募
集
し、
「ム
ジ
カ
お
さ
ら
ぎ」
と
称

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た。

平
成
三
年三
月
を
もっ
て公
民
館

に
よ
る
「
高
年
者
合
唱
教
室」
は
終

了
し、
四
月
よ
り
新
た
に
自
主
サ
ー

ク
ル
「ム
ジ
カ
お
さ
ら
ぎ」
が、
公

民
館
のご
理
解と
ご
協
力
の
も
と
に

従
前
と
同
じ
く
ホ
l

ル
を
練
習
会
場

に
発
足
し、
教
室
時
代
の
生
徒
を
主

に
三
三
六
名
の
団
員
が
集
ま
り
ま
し

た。
当
初
は
童
謡
や
小
学
唱
歌
で
始

まっ
た
当
合
唱
団
も 、
今
で
は
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
す
る
ま
で
に
成
長

し
ま
し
た。
更
に
研
錯
し、
歌っ
て

楽
し
い
聴
い
て
楽
し
い
合
唱
団
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と思
い
ま
す。

(
代
表
田
中
篤
治)

私
ど
も
の
混
声
合
唱

団
「ム
ジ
カ
お
さ
ら

ぎ」
の
人
団
資
格
は
六

O
才
以
上
で 、一ニ
二
O

名
の
団
員
が
お
り 、
最

高
年
齢は
九
十
三
才 、

平
均
年
齢
は
七
十
六
才

で
す 。本

年四
月 、
鎌
倉
芸

術
館
大
ホ
ー

ル
で
第
十

六
回
の
定
期
演
奏
会
を 、

オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
の
共

演
で
行
い
ま
し
た。
来

年
は
四
月
九
日
(
日)

同
じ
大
ホ
l

ル
で
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
響
き
と
共

に
歌
うべ
く 、

佐
藤
ゆ

くその2>

相模湖町桂北公民館

くその1>

鎌倉生涯学習センター

一
介一
淳

一
紹一
回

一
レ一
円

歪
知

一
小一
ト

(

手

〈サークル紹介〉
混声合唱団「ムジカおさらぎ」

公 民 館かながわ

「
手
話」
は
聞こ
え

な
い
人
の言
葉
で
す 。

手
の
ひ
ら
を
ひ
ら
ひ
ら

と
動
か
し
て
思
い
を
目

に
見
え
る
形
(
絵)
に

し
て伝
え
ま
す

。
そ
う

い
う
こ
と
か
ら
手
話
を

学
習
し
た
仲
間
が
集
ま

っ
て 、
会
の
名
前
を「
加

絵
手」
と
し
ま
し
た。

平
成
七
年
のこ
と
で
す。

メ
ン
バ
ー

は
七
名 、
相

模
湖
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
会
の
所
属で
す。

は
じ
め
て
の
活
動
は

相
模
湖
町
の
老
人
会
で

の
「ふ
る
さ
と」
の
歌

に
手
話
をつ
け
る
手
話

(7) 
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相
模
原
市
立
大
野
台
公
民
館

活
動
推
進
委
員

長
池

慶
子

「
職
員
と
し
て
働
い
て
み
る
と」

公民 館かなが‘わ

「
公
民
館」
と
の
出
会
い
は、
ほ
ん

の
偶
然
だっ
た
か
も
し
れ
な
い。

二
O
年
程
前
の
こ
と、
子ど
も
の
仲

間づ
く
り
を
目
的
に 、
幼
児
の
集
団
遊

び
の
場
を
探
し
て
い
た
私
は、
身
近
な

公
的
機
関
で
あ
る
「
公
民
館」
と
出
会

っ
た。「

公
民
館」
と
は
地
域
の
人
た
ち
の

会
合を
持つ
場 、
と
い
う
古め
か
し
い

イ
メ
ー

ジ
し
か
持っ
て
い
な
かっ
た
の

で、
あ
ま
り
期
待
は
し
て
い
な
かっ
た。

そ
の
後 、
関
わ
る
う
ち
に 、
教
育
機
関

で
あ
る
こ
と、
結
構
多
彩
な
事
業
を
展

開
し
て
い
る
こ
と
に
気づ
い
た。

以
来 、
事
業
に
参
加
し
た
り 、
サ
ー

ク
ル
活
動
の
場と
し
て
利
用
し
た
り 、

公
民
館
の
運
営
審
議
会
委
員
ま
で
や
ら

せ
て
も
ら
い、
平
成
十
四
年
か
ら
は
公

民
館
活
動
推
進
員と
し
て
勤
務
す
る
こ

と
と
なっ
た。

公
民
館
利
用
者
だっ
た
時
に 、
事
業

に
参
画
し
な
が
ら、
こ
ん
な
具
合に
で

き
た
ら
面
白
い
と
か、
マ
ン
パ
ワ
ー
を

ど
う
使
う
か
と
か、
公
民
館
は
何
を
目

的
に
運
営
さ
れ
るべ
き
か
な
ど
の
話
題

に
のっ
て
く
れ
る
職
員
た
ち
と
出
会
え

た
こ
と
も
幸
運
だっ
た。
お
そ
ら
く
当

時
の
職
員
は
迷
惑
だっ
た
と
思
う
が、

公
民
館
を
ど
う
活
用
で
き
る
か
が
わ
か

っ
た
し、
利
用
者
で
は
越
え
ら
れ
な
い

壁
も
見
え
た。
そ
れ
が
活
動
推
進
員へ

の
応
募
につ
な
がっ
た
の
だ
と
今
は
感

じ
て
い
る 。

さ
て 、
実
際
に
働い
て
み
る
と、
ま

ず
実
務
を
学
び 、
地
域
を
学び 、
人
に

学
び:・
。

一
年
目
は
自
分
の
事
業
をつ

く
る
ど
こ
ろ
で
は
な
く 、
仕
事
場
が
ま

さ
に
自
分
の
生
涯
学
習
の
場
で
あっ
た。

ま
た、
私
自
身
が
望
ん
で
い
た
佐民
参

画
型
の
事
業
展
開
が、
実
際
手
が
け
て

み
る
と
思
い
の
ほ
か
時
間
の
か
か
る
こ

と
も
経
験
し
た。
こ
のこ
と
は、
利
用

者
だっ
た
自
分
を
検
証
す
る
良
い
機
会

と
な
り 、
今
後
自
分
が
住
民
の
立
場
で

参
画
す
る
時
に 、
何
ら
か
の
糧
に
な
る

と
も
感
じ
て
い
る。

今
年
は
四
年
目
と
な
り 、
少
し
は
ま

し
な
こ
と
を
と
意
気
込
ん
で
は
い
る
が、

結
果
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か。
私
自
身
の

今
年
の
目
標
「
地
域
の
協
力
者と
の
連

携
を
深め、
住
民
主
体
の
事
業づ
く
り

を
進
め
る。」
は
前
進
で
き
た
か。
形

だ
け
の
連
携
をつ
くっ
て
満
足
し
て
い

な
い
だ
ろ
う
か。
今
は
-評
価
さ
れ
る
の

が
ちょ
っ
と
不
安
で
あ
る。

地
域
の
人
々
を
結び
付
け 、
と
も
に

事
業
を
展
開
し
て
そ
の
充
実
感
を
共
有

し、
そ
れ
が
更
に
地
域づ
く
りへ
とつ

な
がっ
て
い
く
よ
う
な
公
民
館
の
事
業

の
あ
り
方
を
今
後
も
学
ん
で
み
た
い
と

考
え
て
い
る。

編

集

後

言己

皆
様 、
健
や
か
に
年
末
を
お
迎
え
の

こ
と
と
思
い
ま
す。

今
年
も
無
事
に
「
公
民
館
か
な
が

わ」
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た。

大
変お
忙
し
い
な
か
原
稿
を
お
寄せ
い

た
だ
い
た
皆
様
に
は、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す。

無
事と
い
え
ば 、
今
年
も
世
界
的
に

地
震
や
台
風
な
ど
自
然
災
害
が
多
かっ

第58回優良公民館表彰
(文部科学大臣表彰)

今年 の表彰は、 10月31日、 東京
都 千代田区の東海大学校友会館で
行わ れ ま し た。 全国で60の公民館
が表彰 さ れ、 本県か ら は 2館が受
賞 さ れ ま し た 。
受 賞 秦野市立南公民館

相模原市立麻溝公民館
お め で と う ござい ま し た 。

た一
年
で
し
た。
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
大

地
震
が
起
き
ま
し
た
し、
ア
メ
リ
カ
南

部
に
は
強
大
なハ
リ
ケ
ー
ン
が
た
び
た

び
襲
来
し
ま
し
た。
ま
た
囲
内
で
も
大

型
台
風
が
上
陸
し
た
り 、
集
中
豪
雨
が

頻
繁
に
起
き
た
り
し
て 、
各
地
で
は
大

き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た。

こ
う
し
た
災
害
の
発
生
は
地
球
環
境

の
変
化と
関
係
が
あ
る
ら
し
く 、
一
説

に
は、
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
台
風
の

勢
力
が
強
大
化
し
て
い
る
そ
う
で
す。

そ
う
い
え
ば 、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
「
記

録
的
な
雨
量・
風
速」
と
い
う
言
葉
を

何
度
も
耳に
し
た
気
が
し
ま
す。

利
用
者
の
安
全
を
守
る
こ
と
は
公
民

館
の
大
切
な
役
割
で
す
の
で、
私
た
ち

も
日ご
ろ
か
ら
災
害に
対
す
る
備
え
を

怠
り
な
く
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す。

で
も 、
災
害
は
な
い
の
が一
番。
来
年

は
災
害
の
な
い、
無
事
な一
年
に
なっ

て
欲
し
い
も
の
で
す
ね。

(
高)
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+耳+

県
公
連
監
事

茅
ヶ
崎
市
立
香
川
公
民

館
長

小
還
久
雄
様
が、

八
月、

ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
監
事
紹
介

県
公
連
新
幹
事
を
ご
紹
介
し
ま
す。

茅
ヶ
崎
市
立
香
川
公
民
館
長

小
津
和
彦

氏
(
任
期

ー
平
成
十
八
年
度
総
会)


